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本工事
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　２３年度事業費10,000千円のうち、5,170千円を２４年度に繰越した。理由としては、ライトアップ用の
電線管は、県が施工する緑地内に占用する必要が有り、緑地内が狭隘であるため県との協議により、
当市の電線管は、県設置のハンドホールに入線し、県敷設の電線管と平行に敷設することとなった。
そのため、当市の電線管設計は、県の緑地設計結果を踏まえて、設計の見直しを行う必要があった
が、県緑地設計の遅れに伴い、当市設計見直しも約３ヶ月遅れたため、工事着手が遅れた。
　また、県緑地工事箇所は、一部直轄工事（臨港道路東西線事業）の作業ヤードとして使用されてお
り、県緑地工事及び当市ライトアップ電線管設置工事の現地着手が困難なため、年度内完成が困難
となったため。
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臨港道路富山新港東西線アプローチ部の橋脚照射するための照明設置工事
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臨港道路富山新港東西線整備促進費
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2 節

有 頁

個性あるまちづくりの推進 目

予
算
科
目

年度23平成 平成

快適で利便性の高いまちづくり

事
業
内
容

手
段
どのような
方 法 で

新湊大橋アプローチ部橋脚東西１０本づつを、陸上橋脚部はブラケット式、海上橋脚部はポール式で
ＬＥＤ照明を用いて照射する。
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23 年度分） 施設等整備事業

港湾・企業立地課担当課

（１次）

国庫補助の社会資本整備総合補助金の活用に加え、国、県の他の大橋関係整備事業と調整し、土工や
電力引込などの事業費の圧縮を図った。

8,704

（２次）
評価結果

評価結果を踏まえた今後の方針（改善内容）

詳細設計の見直しや、国、県の他の大橋関係整備事業との
調整等を行ない、更なる事業費の圧縮を図る。

評価委員会のコメント

臨港道路富山新港東西線整備促進費

平成24年度予算

千円

新湊大橋アプローチ部橋梁照明設計

実績

Ａ 現行（計画）どおり事業を進めることが適当

－ －利用者１人当たりコスト

評価項目 説　　　明点数

4

3

　橋脚をライトアップすることにより、橋梁の照明効果から夜間の安全・防犯に加え、夜間景観の向上を図
り、地域の活性化や観光に資する夜間景観づくりを醸成する。

　新湊大橋は、日本海側最大級の斜張橋で、新たな観光資源としての役割を担うことが可能であり、臨海
部の既存観光資源との連携を取った観光振興が図れる。

国、県の他の大橋関係整備事業と調整しながら、推移している。
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